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⑳夜間学生の体育実技
一　序 言
佐 藤
　夜間修学する学生の体育実技は，現在大学正課
体育の大きな研究課題となっている。
　学生自身の精神的，肉体的状態，実技実施時間
が夜間という特別の制約，施設の不足等昼閥の場
合と相当かけはなれて居り，更に夜問部を有する
大学も全国的に見れば数も少く，その実態を掴む
ことは困難なままに放置されていた。
　然し昼間部と，同一内容，同一資格を標榜する
夜間の大学の体育がそのままであって良い訳はな
い。大学体育協議会，大学体育研究集会等でも，
この問題について議題として取上げ，各大学の体
育教員が真剣に討議をして或程度まとまった方向
を見出すことが出来た。又大学基準協会に於いて
は，その中の一般体育委員会が大学に於ける保健
体育の在り方について研究を進めていたが．前述
の意見に基づいてその報告の中に，夜悶に於け
る実技計画なる一項を相当詳細に示している。然
し問題はこれで終ったのではなく，この基準の運
営，更に改善ということが考えられるぺきで，大
学体育協議会では，その基礎資料として，夜聞学
? 1
?
生の実態を特に体育的な面から調査することにな
った。協議会の正課部会は32年度の研究題目の一
つとしてこれを挙げs一京浜地区の夜闘部を有する
大学十数校に依頼して調査を実施，その結果を32
年度大学体育研究集会に於いて報告した。
　幸いに私もその一員として調査にたつさわるこ
とが出来，又資料の一部として明大二部学生百数
十名についてまとめた結果と比較検討する機会を
得た。その結果，明大の調査結果と該調査の結果
の間に殆んど差がないという結論を得たので，こ
の調査の資料によって，夜間大学の体育実技の在
り方を検討し，望ましい方向を見出そうと試み
た。
　その方法として調査結果の表を示し．それに従
つて考を述べることとする。
二　　そ　の　実態
A．年齢・出身校
　第1表によると，年令分布は，20才を中心とし
て居り，昼間部に比し僅か1才程度の差であつて
夜間部の学生は昼間部学生に比べて相当平均年齢
は高いであろうという予想はくつがえされた。只
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此較的少数ではあるが，昼間部では稀な25才以上
の学生が約7％近くあつて，明らかに特異な形を
示している。年齢の多い老について体育実技実施
上特別の配慮をすることは当然であるが，40才・
50才という中年以上の者であるならば兎も角，20
才台の者ならば，現在実施されている程度の身体
活動ならぽ，何等支障のないものと考えなければ
ならない。
　又出身学校種別を見た場合，定時制高校出身老
は約24％であつて，それ程多いものではない。一
般に定時制高校の体育の援業は，全日制高校のそ
れに比して充実して居らず，クラブ活動も不活発
で，そのため運動能力も概して劣る。然しこの程
度の割合であるならば，入学当初の学生全体の運
動能力は昼間部学生のそれに比して，余り差がな
いのではないかと思う。夜間部学生の運動能力テ
ストを一斉に行うことは種々困難があるが，是非
第 2
実施したいものである。
　表を見ると判る通り，女子学生の数が男子学生
数に比して極めて少いが，これは調査校が．すべ
て共学の大学であつたためで，これ等大学の男女
学生数の比率がそのまま現われている様に思う。
この少い女子学生の実技指導を如何にするかとい
う点は，重要な問題ではあるが，その解決は多く
の面で困難を伴うことが予想される。詰まつてい
る時間割の中から女子学生丈けを同一時間に集め
る，仮令人数が少くとも女子の教員をこれに当て
る，その際専用出来る体育館が必要，更衣室其の
他の施設の完備等の問題が解決すれば良い訳であ
るが，第1番目の問題丈けを考えても，その解決
　はなかなか困難である様に思える。大学当局の
特別の配慮が望まれる。
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B。職業の種別
　第2・3・4表は勤務を有する学生の職業類別
表である。第2表を見ると，男子に於いては現業
系の職業に従事しているものが，事務系のそれよ
りも僅かに多く，女子は圧倒的に事務系が多い。
又職業に従事していないものは，男子18％，女子
27％であつて，大部分は職業を持つていることが
判る。但し皐大の如きは約40％以上も職業を持つ
ていない様であるが，明大の場合は，本表の示す
比率と殆んど相違がない。これ等の点からして，
夜間学生の特殊性の最も大きなものとして，彼等
は学生であると共に，職業を有する社会人である
という点が挙げられ，体育実技実施に際しても常
に考慮されなければならない点である。
　第3表・第4表によつて，その職業別の詳細を
見ると，男女共，製産，公務員が圧倒的に多く，
これに次ぐものとして商事会社・卸小売が挙げら
れる。公務員の場合は勤務時間，待遇等も安定し
て通学に余り支障がないと思われるが，中小企業
を中心とする製産・卸小売業等の場合は，通学の
困難が予想され，第1時限遅刻老の多いこと，又
中途退学者が相当数に及ぶことも予想される訳で
ある。
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第 4 表　　（職業別・女子）
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C・勤務の状態
職業を有する学生は，それに依つて得る給料，
報酬を主として如何なることに使つているか，と
いう点を調べたのが第5表である。
これに依ると生活費及び学費を給料又は報酬の
みでまかなつているものが大部分を占めて居り，
彼等の経済面は決して楽でないことが予想される
夜間部の体育実技に於いて臨時コースと称する校
・… @（27）　　・・！・
外授業が多く行われているが，この場合，費用軽
減の面に意を払い，経済的に余裕あるものだけの
参加とならない様注意する必要があるであろう。
　第6表は勤務がどの様になつているかを示した
ものであるが，毎日勤務が大部分で，隔日とか不定
期の如き特殊な形態のものは少い。この面から考
えるならば，他の一般教科と同様に体育実技も正
規授業時間内に組まれるのが最も妥当な訳である。
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第5表　　（給料・報酬の使途） 第6表　（勤務）
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　有給休暇が年にどの程度あるか，という点を調
査して第7表の結果を得たが，大体15日～20日が・
最も多く，7日～10日がこれに次ぐ。この表で鷲
くべきことは，有給休暇がないと回答した者が，
男子8％，女子15％もあつたことで，労働基準法
第　7　表 （有給休暇）
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からかけはなれた職場が，この様に多いことは注
目しなければならない。夏季又は冬季の体育実技
コースに3日乃至1週間程度のシーズンスポーツ
のコースが設けられているが，これ等の学生の参
　　　　　　　　　　　　　　第　8　表
加することが無理である訳で，体育実技単位の履
修が，この様なシーズンスポーツコース以外に出
来ない様に編成することは厳にいましめなければ
ならない
（定　休　日）
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　定休日については．第8表の通りであつて，第
7表の有給休暇と同様の傾向を示している。この
表で注目しなければならないことは，毎週日曜日
が定休日でないものが非常に多いことである。
　この表からして，体育実技単位履修に日曜日・
祭日等に出席することを不可欠の条件とする如き
履修時間の編成は，妥当でないと考えなければな
らない。
　第9表の勤務時間は，8時間というのが最も多
く，標準的な分布を示している。又勤務の終了時
も日中（午後5時頃まで〉に終るものが大部分で
あるが，晩（午後6時～8時）になって終了する
第9表　　（勤務時間）
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ものも相当見られる。これでは第1時限の遅刻は
避けられない訳で，他教科についても同様である
が，体育実技の時間が第1時限のみに編成される
ことは，受講の困難を来す結果になるであろう。
　　　　　第10表　（通勤通学時間）
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　通勤通学時間を第10表によって見ると，大体勤
務場所は，住居と大学の中間に所在するのが多い
様に思われる。その結果登校の際はそれ程の時間
を要しないが，下校の場合は平均1時間を超える
33
時間が費されている様で，授業終了時について配
慮しなければならない様に感ずる。
　　　　　　第11表　　（住　居）
｝自宅1下宿剰・の他無記入計
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　住居については，自宅に居るものが，下宿又は
寮に居るものと殆んど同数という調査結果が出て
いる。これは明大の新入学生に就いての調査結果
にも示され，夜間部の学生は昼開部学生に比して
自宅から通学している老が多いことが判った。こ
れは地方出身者が上京して職を求め．住居を定め
，そして夜問の大学に通学することの困難を物語
るものであろう。自分の家庭から通学するものの
多いことは，家庭に於ける健康管理が，下宿又は
寮より秀れていることが予想されて，体育の面か
らすれば，喜ばしいことである。
D．食　事
　　　　　　　第12表（食事・闇食）
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　食事に関しては，食事の回数とその時問，間食
の有無と有る場合の時間について調べたのである
が，残念乍ら時間については，あまりに区々であ
ってまとめることが出来なかった。只三食をきち
んと摂っている者が大部分ではあるが，夕食を登
校前に摂るものと下校後にとるものが大体均しく
又登校俊，時間の合間に摂るというものも相当数
あることが判った。間食は，下校後夕食を摂るも
のの場合が多く，登校前又は授業開始前にパソや
牛乳を摂っているものが大部分である。体育実技
　　　　　　　　　　　　　　　　　）授業時に，直接学生に訪ねてみても，夕食をまだ
摂っていないという者が多く，勤務による疲労に
加えて空腹という状態が，強度の運動に適してい
ないことは当然であって，種目並びにその取扱い
は充分注意しなければならない。猶登校前と下校
後の何れが夕食摂取時として適当であるかは。今
後の重要な研究課題の一つである。
E．健康状態
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第13表　　（健康状態）
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　学生の主観的健康状態は13第表に示す通り男子
は3分の2が全く健康であると自覚し，3分の1
が少し弱いと自覚している。女子の場合は，これ
がほぼ均しい。客観性のないもので信頼度は薄い
が，健康であるという自覚のもとに登校している
ことは喜ばしいことである。猶これに附随して後
の表に現われる健康診断についての調査と共に，
夜間部学生の健康管理の面が今後充分整えられな
ければならないことを痛感する。
　　　　　第14表　　（睡眠時間）
ることは考えられることであって，大きな問題で
はあるが，午後10時の放課時間から翌朝の起床時
間まで8～9時間程度よりないことを考えるなら
ぽ，簡単に解決点を見出すことは困難である。
　　　　　　第15表　（既往症）
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　この表を一覧して気のつくことは，平均睡眠6
～7時間は少いということである。昼間部の学生
について調査したことがあるが，その場合は平均
9時間であった。健康な青年が疲労を恢復するに
必要な唾眠時間は8時間であるとされている。睡
眠不足によって残る疲労の蓄積が病気の誘因とな
　　　　　　　　　　　　　　第　17表　　（疲
　既往症は，ないものが殆んどあって，夜間部入
学に際して一応健康的には，自信を持っているこ
とがしられる。又既往症を有する老は矢張り呼吸
器疾患が多いが，殆んど現在完全に治癒している
と述べて居り，入学時罹病している老は殆んどな
い。この点から入学後の発病は，勤務と通学のバ
ランスの崩れによるものと予想され，夜間部学生
の健康管理，保健指導に一層意を用いなけれぽな
らないと感ずる。
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　疲労については，学生の自覚的症状をたつねた
のであって，精神的疲労と肉体的疲労に分けたが
この二つの区分を判別するに困難であった様に思
われる。事務系の職業に従事しているものは大部
35
分精神的疲労の比重を大きく見た様である。つま
り筋肉労働をしていないのもは，その疲労の大部
分を精神的疲労と見たものと解せられる。
　大学基準協会の資料としての状学における保
健体育の在り方ttの中の夜間における実技計画の
中に働労学生の多くは，精神的疲労を感じてい
る者が多いので，むしろこれらの学生には活溌な
スポーツを課す必要がある。eとあるのは，この
調査によっても或程度妥当と考えられる。軽い徒
手体操やリクリエーショソ的なスポーッは精神的
疲労の恢復に有効であることは医学的にも認めら
れているからである。
　その疲労の影響という面についての第17表の調
査では，大部分は影響のあることを認めている。
唯克服出来る程度と考えている者は良いが，非常
に影響があって修学が困難と感じている者が或程
度いることは，その前途を暗いものにしている。
矢張りこの点でも，学生の保健指導の面がもっと
充実してよいのではないかと考える。
第19表　　（健康診断の回数）
［騰瀦器篇i劉誓1謂篇
男｝3821459
　｝　　　1女！goi　81
　1
65　391　823i、11
2 2
鵬号副網無副司
男；　12
女 4 2
236m・・8
　　224　9｝
第18表　　（健康診断）
?
女
定期的に受けている たまに受
瑚大蝿の陣跨ない
全然
うけ
???
?
580
143
264　90
59 9
93414211254
　　　t21153125
224　1833
9　298
第　20表
　健康診断は定期的に受けている者が2分の1，
不定期受診が4分の1，全然うけていない者と無
記入の計が4分の1である。定期受診の中職場で
の受診が過半数を占めていることは，健康管理に
意を用いている職場の多いことを示すものであっ
て心強い。回数では年1回，2回が圧倒的で，こ
れは職場又は学校の定期診断と思われる。夜間通
学という特殊性からして，その実施に種々困難は
あろうが年4回程度が望ましいと考える。
F．スポーツ経験
　入学前に経験したスポーツを，その程度によっ
て順位をつけさせたのであるが，昼間部学生と同
様野球，卓球，バスケットボール，バレーボール
庭球等の球技が多く，これに続いて，陸上競技，
柔道，水泳等が挙げられている。女子の場合は，
卓球・バレーボール・庭球・パスケツトボール・
水泳である。
（経験スポーツ）
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11劉
　現在のスポーツ活動は21表の如く男子では時々
やっているものが50％を超えるが，全くやらない
ものも39％に達する。女子にいたっては全くやら
ないものが60％もある状態で，その困難さを如実
に物語っている。夜間部体育実技の必要性と重要
性はこの点からも明らかな訳で，実技の効果的指
導が強く望まれる訳である。今後の希望を見ても
やりたいというものが大部分を占めて居り，特に
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第21表　（現在のスポーツ） 第22表　　（今後の希望）
翻割撃宏・臨や『無記入1計
男1・Ai－…
＿女1　7｝1°7
・・7P訓
175i　12
1，833
298 ??
大いに
やりた
い
??????????
62sl　1027
　1
97，　158　1
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31
欝睡
13　　55・1・・
?
???
1，833
298
第　23表　　（希　望　す　る　種　目）
数 数 数
種　目　名 男1女 種　　目　名 釧女 種　　目 名　！男1女
卓　　球1騒・112611陸上競技1・ゴ　・…　ボール1　・1　・??
野　　球i…1　バド・…　i・・i45ゴ　ル　・1　・｛　・?庭　　球i3671139・体　　操1・・1・5睡　　馬i　・1　・
柔　　道12781弓　　道1311　・・ ンシン列　・！　・バ。．ボール圏副 空　　手1261 …　　　1　・1
バ・ケ・・ボール｝・・5i　33｝・・カヨ　261 ハ・・ボー w　・1　・
水　　泳1・86i・21ボ・シング127｝ ボ　ー　・1　・i
。キーP画調・グビー p・・1 重　量　劉　・｝・ケー・11281・・｝　・　ス1・9｝45自　動　車i　・1　・
登　　山112・128；巧　　技1　・3； ハ・キ・列　・1　・
剣　　道i・・71　i…エーシ・ン｛ ??? サ・クリ・列　【　・
　　　　　　　　　L計
（正　課　体　育　の　希　望　種　目）
1・・375i　62・
第24表
種　目　名
数
剃女
体 操｛5ssl・・2
巧 技1・・sl・1
柔 道｝・・gi…
剣 道｝・・2｝・・2・／
? 道｝29・i・9
卓 球1・・41・9・1
バド・…　152gl・591
ダ・・【52gl・8・1
バスケ・・ボール1
バレーボー」レ1
62gl・・1
　「652i　128
種　目　名
数
男1女
野 球　・・1
庭 球1・・1・7
水 洲・gl・
・ケー・i・gl　・1
キーP 1・
空 　　　・21
?
…　ボール1・1・
ボ・シング1　・1
・グビーP・1? 上1・1
種　目　名
数
剃女
相 撲1　・1
・ス・・グ1三1
サ・カーP・1ハ・・ボー・｝　・i
合気剥　・1
その倒　・｝・i E
1
計 5，・366「…
やりたいと思わない，全然やりたいと思わないと　　リクリェーションとしてのスポーツ活動を身につ
いう少数の者に対しても，指導によって好ましい　　けさせる必要がある。
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　今後やり度いと思っている種目は，過去の経験
スポーツの種口と同様な種Bが挙げられているが
スキー・スケート・登山が相当数あり，最近の一
般社会の傾向を反映している，
G．正課体育について
　体育実技授業時の希望種目では，矢張り経験ス
ポーツと同様の傾向を示しているが，新しく目に
つくのは，男子では体操・パドミソトソ・ダンス
・剣道であり，女子ではダンス・バドミソトン・
体操である。
　　　　　第25表　（希望時間）
灘蟹蹴懸懲限1無訓言卜
?
女
596i@27d・・51
111i 36
? 　i72　　　1，833・｝298i
　実技の時限はどこが良いかという点に対する回
答は，最終時限・最初の時限・中程の時限の順に
なっている。最終時限を選んだのは，最初の時限
では遅刻をするおそれがあり又強く実施すると
それ以後の擾業に影響があると考えている様であ
る。最初の時限を選んだのは，明るい中に戸外の
種目をという考えと勤務の疲れを，実技によっ
てほぐし，更には元気のある中に実技を実施した
いという様な考からであるらしい。体育的に考え
れば，最終時限では，学生があまりに疲れすぎる
おそれがあって望ましくないので，出来れば，学
生の疲労状態を考慮に入れ乍ら，後の擾業に差支
えない程度に，最初の時限に実施したいものであ
る。
第26表 （休日に実施する種目）
種　　目　名
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iヨツ
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道 1
? 1
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1
計 i・，・・71 9171
　現在，各大学では夜聞の出席の不足者，又は特
に日中屋外で実施する種目を希望する者のために
休日を利用して授業を行っているところが多い。
第26表は，その希望種目をまとめたものであるが
ハイキング・登山・スキー・スケート等のシーズ
ンスポーツが大部分を占め，この方面えの希望が
極めて強いことを示している。参加出来る者は限
定されている訳ではあるが，或程度この希望を考
慮する必要はあろう。
　第27表は，若し昼間授業で夜間部の学生を収容
するとしたら受講を希望するか，という問に，対
する回答であるが，約3分の1は受講可能ではあ
第27表　　（受講時間）
??
??????????????
241
36
??
370　1222：1，　8331
　　　　　1
63　　　　　1931　　　　298
るが，希望するものは約5分の1である。一部の
大学の如く半数近い学生が職業を持っていない場
合は別として，一般には昼間受講は困難な様であ
る。
三，結言
　以上，体育実技実施の面から夜間学生の実態を
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見た訳であるが，今迄常識的に考えていた点が，
それ程違っていなかった事を知ることが出来た。
夜間学生の特殊性は確かに認められ．その就学の
困難と共に，実技実施に種々の障碍のある点も認
められるが，それと同時に昼間部の学生以上に深
い配慮の下に実施される体育実技が必要であるこ
とも明らかである。夜間部の体育実技であるから
唯昼間部のそれを，レベルを下げて実施すれば良
いとする考は，極めて危険であって，寧ろ昼間部
以上の研究と配慮が必要である。又健康管理の面
も単に健康診断や診療所の開設に止まらず，保健
担当者と連絡をとって，現場に於ける直接指導を
心掛けることが，体育の効果を一層上げることに
なると信ずる。
